
マッチング，シェアリングは
サプライチェーンの
本質的課題

恵谷 初めに，このパネルディスカ
ッション企画が生まれた背景を紹介
させていただきます。本アジア・シ
ームレス物流フォーラム2017の主
催団体である一般社団法人・日本マ
テリアルフロー研究センター

（JMFI）において，先日「IoTによる
リアルタイム見える化／シェアリン
グ・ロジスティクス」をテーマとす
る研究会が立ち上がりました。

そのきっかけとなったのは，一昨
年と昨年の本フォーラムにおいて行
った２つのパネルディスカッション
でした。一昨年には本日もお越しい
ただいている西成先生からサプライ
チェーンの最適化・準最適化のお話
をいただき，昨年は同じく本日ご出
席の松島さんなどとサプライチェー
ン・ロジスティクスにおけるシェア
リング・エコノミーについて議論さ

せていただきました。３回目となる
本日は，それらを下敷きにしてさら
に話を進めたいと思います。

最初に私から，本日の議論のきか
っけとなる話をさせていただきます。

まず，「流通，そしてロジスティク
スとは何か？」。流通とは，生産と
消費の間にある様々なギャップを埋
めていく活動です（図表1）。そのう

ち，所有と情報のギャップを埋める
のが商流で，空間と時間のギャップ
を埋めるのが物流です。そしてロジ
スティクスは，「生産と消費を繋ぐ
サプライチェーンの全体において物
流と在庫を最適化し，商流の効果を
高めるためのマネジメントとオペレ
ーション」として説明できます。近
年は様々なテクノロジーを用いるこ
とで，このギャップを可視化し，埋
めることが以前よりも容易になって
いますが，そこにはまだ様々な課題
があります。本日のテーマの根底に
あるのはその課題への認識です。

次に，社会の変化とロジスティク
ス企業の進化について，お話しさせ
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ていただきます。
まず，1980年代から開発，調達，

製造，販売を結ぶサプライチェーン
が急速にグローバル化し，その物流
パイプラインが世界をまたぐ長いも
のになってきました。これにより，
サプライチェーン上のムダ・ムラ・
ムリは増幅されやすくなり，グロー
バルSCMの必要性が生じました。

次いで，1990年代からのネット化

の進展です。EC（e-Commerce）の登
場によって，BtoBの世界で完結し
ていたサプライチェーンがBtoCや
CtoCに拡がりました。店舗に届け
るところで終わっていたサプライチ
ェーンと物流パイプラインが消費者
のところまで伸び，SCM面では実
需へのタイムリーな対応が，また物
流面ではきめ細かなラストマイル配
送が求められるようになりました。

また，ECはBtoBにも拡がっており，
そのSCMと物流のあり方にも変化
を促してきました。

こうした変化により，ロジスティ
クスには様々な課題が生じました。
例えば，グローバルネットワークの
構築，物流とその関連機能のシーム
レス統合といった課題です。

また，BtoBからBtoC，CtoCへと
領域が拡がり，多様化，複雑化した
サプライチェーンの最適化・準最適
化も大きな課題です。そして，BtoC 
ECの配送を含む物流オペレーショ
ンには多くの人手を要することから，
その省力化，機械化，自動化という
課題も出てきました。

もう１つは，本パネルディスカッ
ションのテーマとなる課題です。こ
れまで，製造業や小売業に属する多
くの企業は，自社のミクロなSCM
において物流を縦系列に囲い込んで
戦ってきました。しかし，各企業が
個別に差別化と最適化を図るだけで

図表1 流通，ロジスティクスとは何か?

図表2 社会の変化とロジスティクスの進化
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はなく，業界全体や社会全体といっ
たマクロなSCMの観点からもっと
共有・共同化，協働そして協創化を
進める方が社会的意義は大きいので
はないか。また，それらを促進する
ためにも規格などの標準・共通化が
欠かせないのではないか。そうした
ことが重視されるようになってきま
した。

これらの諸課題に対応すべく，世
界のロジスティクス企業は，過去
30数年の間に以下のような進化を遂
げてきたと思います。

①グローカルプレーヤー。30年前，
本当にグローバルなネットワークを
もっていたロジスティクス企業はほ
とんどいませんでしたが，今日では
グローバルに展開しつつ，展開する
国・地域のローカルにも深く入り込
んで活動するロジスティクス企業が
増えています。

②インテグレーター。この言葉は，
当初DHL ExpressやFedExのよう
に１社で国際間のDtoD（Door to 
Door）エクスプレスサービスを提供
する企業を意味するものでしたが，
今日では単なる輸配送だけではな
く，物流業務の全てやテクニカルサ
ービスなどのVAS（Value Added 
Services），また商流に関するサー
ビスなども含めた統合的なロジステ
ィクスサービスを提供するものとい
う概念に変わっています。

③サプライチェーン・ソリューシ
ョンプロバイダー。単に荷主企業の
物流のオペレーションと管理を請け
負うのではなく，荷主企業と一緒に
なってSCMとロジスティクスの戦
略や企画をも作っていくものです。
3PL（3rd Party Logistics）や，その
進 化 形 と し て の LLP（Lead 
Logistics ProviderもしくはPartner）

などがこれに該当します。
④IT&エンジニアリングソリュ

ーションプロバイダー。これは③の

一部とも言えますが，SCMと物流の
可視化，最適化に関して，特にIT
とエンジニアリングによるソリュー
ションを提供するものです。　

⑤ソーシャルプラットフォーマー。
SCMと物流をマクロの観点から最
適化するために共同・協働の社会的
プラットフォームを提供し，参画企
業が補完し合いながら共に成長でき
るエコシステムを作り上げるもので
す。

そして，2000年代の後半からまた
大きな変化が起こっています。「イ
ンダストリー4.0」はドイツ政府が提
唱する概念ですが，多くの意味で非
常に重要です。IoT，AIとビッグデ
ータ活用，ロボティクスに代表され
るように，今日のテクノロジーは飛
躍的なスピードで進化しています。
実際，企業や社会において活用可能
な新しい技術はどんどん増えてお
り，それによってSCMとロジステ
ィクスは歴史的な転換点を迎えてい
ます。

そこで，私は昨年のパネルディス
カッションにおいて２つの問題提起
をさせていただきました。

１つは，ミクロ（企業・個人）とマ
クロ（社会全体）の両レベルにおけ
る様々な需給の最適化が求められる

SCMにおいて，「マッチングは本質
的な課題である」こと。

もう１つは，インフラ（保管・輸送・
作業），在庫，業務（人材を含む）など
をシェアリングすることにより，「ロ
ジスティクスにおけるムダ，ムラ，
ムリを排除する」ことは，社会的に
重要な課題だということです。

今日はこうした背景認識に基づい
て話を展開していきたいと思います。
トップバッターをお願いするのはシ
ーオスの松島さんです。松島さんは，
昨年末に『UXの時代』という素晴ら
しい本を出版されており，私も本書
から大いに啓発されています。松島
さん，よろしくお願いいたします。

すべてのロジスティクスを
デジタル化する

松島 今恵谷さんから，ロジスティ
クスが歴史的な転換点を迎えている
とのご指摘がありました。今注目さ
れているインダストリー4.0と呼ば
れる産業革命には，３つの要素があ
ります。まずエネルギーが再生可能
になり，ネットワークで共有可能に
なったこと。次がコミュニケーショ
ンで，無線通信により，MtoM

（Machine to Machine）の領域で安
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価にデータを飛ばし，クラウドにて
共有できるようになったこと。そし
て最後がロジスティクスです。産業
革命の条件が「エネルギー，コミュ
ニケーション，ロジスティクスが同
時に異次元の変化を起こすこと」な
のは歴史が証明していますが，今は
まだロジスティクスだけが変革のレ
ベルに到達していません。

なぜでしょうか？ それは未だに
情報共有がアナログで行われている
ケースが非常に多いからです。デジ
タル化しなければ，アルゴリズムに
よって制御することはできません。
だから私どもシーオスは，「世界の
すべてのロジスティクスをデジタル
化する」という壮大な目標を掲げて
いるのです。

実際にロジスティクスがデジタル
化され，情報が共有化し，アルゴリ
ズムで制御できる世の中が実現すれ
ば，産業サイドはどのように対応し
なければいけないのでしょうか。そ
れを記したのが私の著書『UXの時
代』です。

その中で私は，今までの経済成長
を支えてきた企業の組織構造である

「垂直統合・統制型」ではなく，「水
平協働型」になる必要があると訴え
ています。技術革新が激しい今の時
代においては，全てを１社で担うの
ではなく，自分たちの強みを理解し
た上で，各技術領域で強みを持つ企
業・個人が協働し，ユーザーにこれ
までにない体験を提供していくこと
が求められていくと記しました。

その結果として，ロジスティクス
の４大リソースである「商品」「空間」

「仕事」「輸送」を今以上増やすこと
なく，持続可能な社会を円滑に回し
ていくことが求められており，その
ためにはデジタル化されたロジステ
ィクスのデータを用いて，今あるリ
ソースを効率よく使って事業を行っ
ていくことが必要となるのです。

20世紀のテクノロジーが，導入に
大規模な投資と開発を必要としたの
に対し，21世紀のテクノロジーは投
資・所有から利用へ，さらに専用機
から汎用機へ，すべての仕組みが変
わっていきます。ハードもソフトも
通信も，急速に高性能化しながら低
価格化していくことでどんどん身近
になり，社会の隅々に普及していま
す。こうした物流におけるデジタル
テクノロジーの民主化の下，あらゆ
る産業のインフラとして産業を横断
するロジスティクスだからこそ，持
続可能な社会の実現にとって大事な
役割が求められています。

シーオスはそれらのサービスをフ
ルラインナップでご用意しています

（図表3）。その１つめは倉庫管理シ
ステム（WMS）です。これはサービ
ス利用型（SaaS型）のシステムで，ど
んなに小規模な企業でもスマートフ
ォンひとつあれば，初期投資なしで
簡単にいつからでも利用を始めるこ
とが可能です。もちろんこれまで同
様，100～1000人規模の大型倉庫で
も，無線LANなどの工事を行うこ
とで利用が可能です。当社のWMS
は荷主の業務特性や内容に応じて，
入荷から在庫管理，出荷までの一連
の業務をサポートするあらゆる機能
を組み合わせて利用することができ
ます。料金は取扱荷量（入出荷トラ

ンザクション量）と選択した機能に応
じて段階的な月額設定がされるた
め，事業規模に応じたコストで利用

（変動費化）が可能となります。
次に配送管理システム（TMS）で

す。シーオスのTMSは，クラウドサ
ービスで配送計画から荷積み・配送・
荷下ろし・実績管理までをサポート
し，多彩なオプションの追加設定が
可能です。利用料は配送管理者，ド
ライバーそれぞれに月額の料金設定
があり，ドライバーが１人の小規模
企業から中・大規模企業まで，事業
規模に応じて低コストで利用するこ
とができます。

具体的には，AI（人工知能）によ
るディープラーニング技術を活用し
て，これまで人の経験や勘に頼って
きた配送計画を約80％まで自動化し
た「AI配車システム」や，配送中の
トラックがGPSやGoogleMAPを活
用して走行ルートをリアルタイムで
最適化する「動態管理」，庫内の温度
をデータロガーで測り，通信でデー
タを送ることによって一括管理が可
能な「荷室管理」，荷室に設置した
RGB-Dカメラと空間認識システム
により，荷室の空き空間をデータ化・
可視化が可能な「荷室の見える化」，
ドライバーのスマートフォンやアルコ
ールチェッカーなどの小型センサー
を使い，体調や居眠り・危険運転，休

図表3 サービス利用型オープン・ネットワーク

倉庫（WMS） 在庫（ICMS）配送（TMS）

「TruckBerth.net」「Logistics Files Exchanger（LFE）」

ありとあらゆるロジスティクスのソフトウェアと，
全てのプレーヤーの接点がデジタルで繋がる！

接点 接点 接点 接点

デジタル・テクノロジーの民主化

サービス利用型（SaaS型）オープン・ネットワーク

メーカー 物流
子会社 1次請け 2次請け 3次請け
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憩の取り方などをチェックできる「リ
スク管理」，トラックの重量や体積，
走行距離当たりの燃費，CO2排出量
を計測できる「エコドライブ管理」と
いったサービスが利用できます。

次に，戦略的・効率的なロジステ
ィクスを可能にする在庫配置システ
ム（Inventory Control Management 
System：ICMS）です。このシステム
は，商品をメーカーからユーザーに
最も効率的に届けるために，適切な
量の在庫調達と，適切な場所への在
庫配置を，アルゴリズムによって自
動計算します。例えば小売であれば，
全国レベルでの発注時にメーカーか
らどのくらい商品を取り寄せるのか。
またそれをどうやって全国の物流セ
ンターや店舗に配置し，少ない在庫
で欠品を最小化すると同時に，在庫
も最適化するのか。

我々はこのようなアルゴリズムを
利用し，欠品による販売機会の損失
や，在庫過多による保管スペースや
それをハンドリングするリソース

（人・車など）のロスを防ぎます。こ
のシステムも，初期投資なしで利用
が可能なクラウドサービスです。

次に，当社は昨年度，経済産業省
の補助事業でトラックバースの空き
時間・ドライバーの待ち時間を削減
する「TruckBerth.net（トラックバ
ース・ドットネット）」という仕組み
を作りました。ドライバーはスマー
トフォンで予約やスケジュール管理，
予約の変更，GPS機能による到着
予測などを行うことができます。配
送管理者や倉庫の荷受け管理者はパ
ソコンなどの端末でこの予約システ
ムを活用し，バース全体の予約状況
確認や変更，到着予測や遅延アラー
トへの対応などを行います。トラッ
クのドライバーは待機時間が削減さ
れ，配送の効率が向上すると同時に，
CO2の削減にもつながります。倉庫
側もより効率的な荷受が可能になり

ます。もちろんこれもクラウド型の
サービスですから，このTruck 
Berth.netをベースとして，他の様々
な機能から必要なものを選び，
TMSのシステムとして順次拡張し
ていくことも可能です。ちなみに１
拠点につき2,000円（月）から，トラ
ック１台500円（月）から利用でき，
初期投資は不要です。

次に，これからの倉庫内作業に不
可欠なのがロボットの活用です。現
在，生産労働人口の減少やネット通
販の取扱量増加などで，物流の現場
で人手不足が深刻化しており，これ
を解消するには作業をなんらかの方
法で自動化する必要があります。

シーオスでは去年からWMS連動
型の自走型ロボット「Logiler（ロジ
ラー）」を開発し，倉庫内の移動時間
を最小限にする仕組みを開発しまし
た。重要なことは，低コストかつ手
軽にこうしたロボットが導入できる
ようになることです。

Logilerは，人との分業を行う「協
働型ロボット」です（図表4）。倉庫内
で荷物を運ぶといった体力を必要と
する労働はロボットが行い，ピッキ
ングや梱包といった，体力的に楽で
ロボットには難しい細かな作業を人
が行うという役割分担によって，作
業効率とロボットコストのトータル
で効率化を実現します。制御システ
ムから無線で届く指示にしたがって

障害物をよけながら移動し，スタッ
フが棚からピックした商品を載せて
梱包担当スタッフのところへ運ぶと
いう役割に特化して作られています。

自走する汎用ロボットに庫内の状
況を認識するセンサーや，作業スタ
ッフとのコミュニケーションに使わ
れる市販のタブレット端末などを組
み合わせて作られています。家庭に
おける洗濯機や掃除機のように，普
通の倉庫で当たり前にロボットが活
用されている風景は，もはや目と鼻
の先まで来ています。

そしてさらにIoTやAIをフル活用
し，前述したロジスティクスの４大
リソース「商品」「空間」「仕事」「輸送」
の状態をリアルタイムで見える化し
た「クラウディング・ウェアハウス」
という概念をシーオスは提唱してい
ます。スマート・キーを利用したス
タッフの入退室管理，iBeaconを利
用したスタッフの作業動線記録から
在庫配置の最適化を図る，RGB-D
カメラを利用した格納空間の空き状
況把握，AIによる画像認識機能で
商品識別やケースエリアにおける自
動棚卸を行うなど，リアルタイムで
状態が見えることで，素早い判断と
無駄の削減が可能となります。

昨年もIoTでシェアリングをどう
ビジネス化するかをディスカッショ
ンしたのですが，今年に入って当社
は様々な事業者に仕組みを提供し，

図表4 協働型ロボット「Logiler」
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複数のシェアリングモデルを始めて
います。日本を代表する基幹産業に
おいて，IoTを使ってそれぞれのロ
ジスティクス情報をビッグデータと
してクラウドに上げる。そのデータ
をもとにシミュレーションを行い，
過去の実績から「こうすればKPIは
もっとよくなる」というアルゴリズム
を導き出します。KPIには労働生産
性，CO2排出量，燃料効率などが考
えられます。

この産業側各社と物流事業者，そ
して我々がデータとアルゴリズムを
提供することによって，シェアリン
グのプラットフォームを作る取り組
みも共同で行っています（図表5）。

このように今まで紙でやりとりを
していた既存の仕組みから，オープ
ンかつ汎用的で初期投資が極めて低
い，当社が提供する新たな仕組みを
活用することによって，ロジスティ
クスのデジタル化にチャレンジして
います。

恵谷 松島さん，ありがとうござい
ました。昨年の議論のあと，すでに
具体的な取り組みを数多く実践なさ
っていることが理解できました。素
晴らしいですね。

倉庫の空きスペースと
倉庫ニーズをマッチング

恵谷 続いてsoucoの中原さんにお
願いいたします。中原さんは学生時
代から様々なベンチャービジネスを
手がけてこられた起業家ですが，現
在は倉庫のシェアリング・エコノミ
ーという新しいビジネスにチャレン
ジされています。

中原 私の会社名は文字通りsouco
としており，ミッションとして「物
流をなめらかにする」ことを掲げて
います。取り組んでいることは非常

にシンプルで，倉庫を必要なときに
必要な人に貸す，倉庫の空きスペー
スと企業の倉庫ニーズとのマッチン
グサイトの運営です。

シェアリング・エコノミーという
と，BtoCかCtoCの領域が多く，一
番有名なのは世界を席巻したユニコ
ーン企業である民泊のAirbnb（エ
アビーアンドビー）です。Airbnbは空
き部屋を主に海外からの旅行者にネ

ットを通じて安く貸すサービスで，
これまで活用されなかった空間を現
金化する仕組みとして非常に注目さ
れてきました。

今では空きスペースを発見してマ
ッチングさせるビジネスには様々な
プレイヤーがおり，CtoCでは会議
室やイベント会場などの空きをマッ
チングする業者もいます。このよう
に世の中に隠れているリソースを発

図表5 シェアリングプラットフォーム構想

マッチング
シェアリング

労働力向上
CO2排出削減

予約サイト

見える化
集荷依頼オプション

●車両および荷物の見える化
●荷主からの集荷依頼機能を追加
●ドライバー・配車管理者による
　集荷依頼の受託

●積載率，空き空間の把握
●車両および空間のシェアリング
　およびマッチング

リアルタイムでの見える化マッチング・シェアリング

●待機時間の削減
●配送計画・実績の把握
●ドライバー・車両の稼働率向上

荷卸予約，動態管理

中原 久根人氏
1982年生まれ。慶応義塾大学
経済学部卒。マザーズ上場企業，
事業開発特化のコンサルティン
グファーム，スタートアップなど
複数企業を経てsoucoを起業。
営業組織の立ち上げ，業務フロ
ー構築等，ビジネスディベロッ
プメントを得意としている。
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見してマッチングするのがシェアリ
ング・エコノミーの１つの方向です。

ただし，これまでは人が使う場所
を領域としたものばかりで，BtoB
の，しかも物を置くスペースという
テーマでのプレイヤーは国内では
我々だけだと思います（図表6）。当
社は物流会社などが保有する倉庫の
空きスペースを発見し，ネットを使
って借りたい人に提供するビジネス
を手掛け，その倉庫にオペレーショ
ンがついていない場合，我々がそれ
らをセットして使える状態にして貸
し出します。

最近は物の流れの変動が激しくな
り，物を置くスペースが流動化して
います。このサービスを活用し，物
流量に合わせて借りることで機会損
失も防げるはずです。

特に我々が焦点を当てているの
は，「小口で短期」の貸し出しです。
従来，倉庫を小口・短期で貸し出す

という仕組みはなく，一般には1,500
坪以上，契約期間は１年以上から，
というイメージだと思います。その
ため300～500坪，契約期間３～６
か月といった小口利用は難しいのが
現実でした。倉庫を提供する側が小
口で貸したがらないのは，小口だろ
うが短期間だろうが手間は同じよう
にかかるからです。短期に貸し出す
相手も与信管理しなければならず，
こうした契約事務手続き上の煩雑さ
が障害になっていました。

また利用者も，外部倉庫が見つか
ったとしても短期間で作業者や物流
事業者を手配するのは大変ですし，
場合によってはマテハンも必要なの
でその手配も面倒です。また３か月
しか借りない場合でも，仲介手数料
や敷金，保証料など６～８か月分程
度の初期コストがかかり，取引コス
トが非常に高くついていた。それら
をシンプルにすることで，我々が参

入できる余地があると考えたのです。
我々は倉庫のスペースを見える化

するだけでなく，同時に必要なリソ
ースを一本化して提供しますので，
倉庫のスペースさえ見つけていただ
ければ，あとは我々がすべての手続
きを行います。倉庫提供者も請求は
我々に出すだけですから，非常にシ
ンプルな取引ができるようになりま
す。

一般的な倉庫の賃貸借契約との違
いを表にまとめました（図表7）。期
間は２週間からですが，できれば今
後，日単位で借りられるようにして
いきたいと思っています。システム
上で契約まで行いますから対面契約
の必要もありません。対応のできる
倉庫であれば翌日からでも使用可能
です。

社会にロジスティクスの
プラットフォームを提供

恵谷 中原さん，ありがとうござい
ました。soucoの取り組みは，倉庫
空間のシェアリング・エコノミーと
して各方面の注目を集めています
ね。今後の展開に期待いたします。

次に，三井倉庫ロジスティクス（以
下MSL）の取り組みについても少し
紹介させて下さい。MSLは「サプ
ライチェーン・ソリューション」に
よるお客様の「企業価値」と「顧客
価値」の向上，そして「ロジスティ
クス・プラットフォーム」による「社
会的価値」の創出を目指して活動し
ている企業です。ここでは，MSL
が提供する２つのロジスティクス・
プラットフォームについてご紹介し
ます。

まず，製・販・配連携ロジスティ
クス・プラットフォーム（図表8）。こ
れは主として家電製品を対象に構築
してきたもので，複数のメーカーと
リテーラーの連携による共同のロジ

図表7 通常の倉庫賃貸契約形態との違い

初期費用，契約ロット，契約手続等に違いがある

souco 一般的な倉庫契約

契約単位 坪単位 建物単位／区画単位

契約期間 2週間 1~2年
初期費用 なし あり（賃料の6～8か月分）
対面契約 なし あり

申込みから
利用開始までの期間 最短翌日 約1週間～

図表6 soucoの事業領域ポジショニング

人が使う

モノをおく

CtoCBtoB

souco

BtoC
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図表10 キャパシティ・マッチングシステム（CaMS）

お届け先
（エンドユーザー様）

お客様 配送・設置・工事
パートナー

購入時に配送・
設置・工事の

日時予約が可能

問い合わせをしなくても
配送・設置・工事の状況が確認できる

必要な情報が
スマホ1つで管理可能

家電リサイクル券管理 ルートプランニング

プライシング 配送日時マッチング

自動配車編成

リアルタイム進捗管理事前配送アンケート

配送・工事・設置
キャパシティマッチング

図表8 製・配・販連携ロジスティクス・プラットフォーム

メーカーとリテーラー（店舗／ EC／オムニチャネル）双方の物流と在庫をシームレスに最適化

リテーラーメーカー

オムニチャネル対応
ハイブリッド物流

メーカーの物流範囲 リテーラーの物流範囲

共有

メーカー工場

メーカー在庫

店舗向け在庫

EC在庫

サプライヤー

海
外

メーカー工場

サプライヤー
消費者

店舗

国
内

在庫

連
携

共有

図表9 テクニカル・ロジスティクス・プラットフォーム

「ラストマイル配送」と「テクニカルサービス」をワンストップで提供

ワンストップコントロールタワー

ラストマイル配送 テクニカルサービス

個人宅

事務用品
コールセンター

修理・検査・保守

回収・リサイクル

返品・交換

配送・設置・工事
キャパシティ・マッチング

医療機器

業務機器

住宅設備

家具

家電製品

CVS
GMS

外食チェーン

学校
ホテル
オフィス

病院
研究施設
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スティクスセンターを運営すること
によって，リソースのシェアリング
や物流と在庫のムダの削減を行って
います。また，リテーラーの店舗向
け在庫とEC向け在庫の共通化を前
提としたオムニチャネル対応のハイ
ブリッド物流，競合するリテーラー
同士の共同配送などにも積極的に取
り組んできました。今後はこの仕組
みを家電製品以外の分野にも拡げて
いきたいと思っています。

次は，テクニカル・ロジスティク
ス・プラットフォーム（図表9）。設置・
工事などのテクニカルサービスを含
むラストマイル配送のことを英語で
テクニカル・ディストリビューショ
ンと称しますが，MSLではそれにも
っと多様なサービスを加えてプラッ
トフォーム化しています。対象は
BtoCとBtoBの両方となります。

テクニカル・ロジスティクス・プ
ラットフォームを支える仕組みとし
て，MSLではキャパシティ・マッチ
ングシステム（CaMS）を開発・提供
しています（図表10）。CaMSは，配
送と設置・工事の全てのキャパシテ
ィとオペレーション進捗をリアルタ
イムで可視化・管理し，複数の配送・
設置・工事パートナーと複数のお客
様の間でマッチングする機能を有し

ています。
また，MSLは今年からスイスの

エスプレッソマシンメーカー
FRANKE社（世界市場第２位）の日
本における販売店を務めています。
コーヒーマシンはコンビニエンスス
トアや外食チェーン店，ホテルやオ
フィスなどを中心に市場で急速に普
及していますが，MSLではコーヒ
ーマシンの輸入・販売やビジネスコ
ンサルテーションに加えて，テクニ
カル・ロジスティクス・プラットフ
ォームを活用した統合的なロジステ
ィクスサービスを提供しています 

（図表11）。

ポリモルフィック―
シンプル構造で変化に
スピード対応

恵谷 さて，以上のようにパネラー
から具体的な取り組みの紹介をいた
だきつつ，いろいろな課題を提起し
ていただきました。お聴きになって
いた西成先生はどのように感じられ
たでしょうか。

西成 私は大学に籍を置くかたわら，
コンサルタントとして様々な企業と
物流をはじめいろいろな改善を手が
けています。大学では数理物理学を
教えていますので，理系の観点から
本日は４つのことをお話したいと思
います。

松島さんのお話にもありましたが，
我々はいま産業革命の真っ只中にい
ます。ただし，それはあとで気付く
ことで今は実感がないかもしれませ
ん。それを牽引しているのがIoTと
AIですが，一番大事なことは「社会
の偏在」をどう解消するかだと思っ
ています。

あちらには余っているけど，こち
らは足りない，ということが世の中
には一杯ある。従来はそれで困って
いても情報のやりとりが瞬時にでき

図表11 三井倉庫ロジスティクスのコーヒーシステムズ事業

「物流」×「商流」×「テクニカルサービス」の統合ロジスティクスで
お客様のビジネスを支援

【三井倉庫ロジスティクスの業務範囲】
◦スイス工場からの輸入・販売
◦ビジネスコンサルテーション
（メニュー設計，IoT活用など）

◦テクニカル・ロジスティクス・
　プラットフォームの提供
①コールセンター／受注センター
②ラストマイル配送・設置・工事
③アフターサービス（修理・検査・保守）

西成 活裕氏
1967年生まれ。東京大学大学
院工学系研究科博士課程修了，
博士（工学）を取得。その後，山
形大，龍谷大を経て，現在は東
京大学先端科学技術研究センタ
ー教授。ムダどり学会会長。専
門は数理物理学で「渋滞学」を
提唱し，著書「渋滞学」（新潮選
書）は講談社科学出版賞などを
受賞。また文部科学省「科学技
術への顕著な貢献2013」に選
出される。日本テレビ「世界一
受けたい授業」に多数回出演す
るなど，多くのメディアでも活
躍している。
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ませんでしたが，IoTによって可能
になりました。私はこのことを「社会
に神経が通った」と言っています。
神経が通うことで，社会全部がつな
がる。これによって，今様々な面で
大きな変化が起きています。

その変化について，２年前にある
会社と議論していたとき，１つのキ
ーワードに辿りつきました。それが，

〈自律的な構造変化を促しながら環
境に適応していく〉という「ポリモル
フィック」の概念です（図表12）。ネ
ットには静的なイメージをお持ちか
も知れませんが，実はそうではあり
ません。たとえば，友人関係は明日，
変化するかも知れないし，会社との
関係も変化する可能性がある。ネッ
トワークは動的に次々と変化してい
くものなのです。自由自在にスピー
ドを変えるけれども，プロトコルは
非常にシンプルです。普通はプロト
コルを決めてシェイクハンドするん
ですが，それだと遅過ぎるんですね。

例を挙げると，渋谷のスクランブ
ル交差点をぶつからずに歩けるの
は，歩行者がお互いにプロトコルを
決めているからではありません。そ
の場その場で何となく，流れに沿っ
て歩いているだけです。私はいま交
通渋滞の研究をメインにしています
が，そうしたことは実は可能なので
す。ただしプロトコルが複雑になり
過ぎると何も動かなくなります。

だから何事もシンプルにした方が
いい。そしてスピードが大事です。
相手が５分後に変化した時でも瞬時

に対応できるか，これからはスピー
ドが勝負になると思います。

２つ目がムラの予測です。ムダ，
ムラ，ムリの中で，特にムラには予
測できない部分がどうしても残りま
す。予測できれば完璧なシステムを
作れるのですが，世の中には，たと
えば天候が急変したり，交通渋滞が
発生するなど予測の難しい出来事が
多々あります。その予測精度を上げ
るためにIoTやAIが使えると思い
ます。

ただし長期の予測は神様でない限
り不可能ですから，リードタイムを
短くして短期の予測にいかにもって
いくかが大事です。あとは車などの
いろいろな情報を一元化して統合す
れば，いろいろなことが見えてきて，
自然と最適化できるでしょう。

AIを使えばいい，という人は多い
のですが，私は難しいと思っていま
す。AIの弱点の１つは急に変化する
ものが読めないことです。AIは日
常のオペレーションにおいては人間
の雑用を解放してくれますが，ムラ
の予測に使うには短期化しかありま
せん。長期的変化をいかに短期化し
たスケールで見えるようにするかが
肝要です。

３つ目が交通と物流の融合です。
交通の研究者は，道路ネットワーク
上を移動する際の渋滞等に注目して
いますが，物流ではむしろ移動の両
端での様々な作業の効率化やデポの
最適位置などに重きを置いて研究し
ています。残念ながらこれらの研究

はあまり交流がないため，これから
は両者をつなぐことを考える必要が
あります。

最後に，先ほど倉庫の話がありま
したが，その課題として出ていたの
が「空間の見える化」でした。倉庫
の空きスペースもそうですし，トラ
ックの庫内状況もそうです。IoTで
空間の現在状況を見える化するツー
ルができれば，お２人の問題は解決
できるのではと思います。たとえば，
トラックの積載率や重量での空きの
見える化，倉庫の空間の見える化が
でき，それが自動的にアップされる
ようになれば，リアルタイムにマッチ
ングすることが可能になるはずです。

モノの物流もデジタル化で
データ転送に近づく

恵谷 西成先生，ありがとうござい
ました。ポリモルフィックというの
は非常に興味深い概念ですね。それ
では今の西成先生のご指摘を受け
て，もう一度松島さんと中原さんに
お願いできますか。

松島 変化に対応するには従来のや
り方では間に合わないとのご指摘は，
その通りだと思います。データを目
で読んで入力して，終わったらまた
次のデータが来て，と続けているの
ではどうにもなりません。

なぜIoTが必要かと言うと，移動
状況がリアルタイムに分かるからで
す。物流は常に動いており，荷物の
重量と体積をクラウド上でリアルタ
イムに共有化していないとマッチン
グできません。だから「ロジスティ
クスをデジタル化」しなければ何も
起こらないということだと思います。

中原 空間の見える化，とのお話が
ありましたが，物流に似ているなと
思うのがデータセンターやサーバの

図表12 ポリモルフィック・ネットワーキング

◦ポリモルフィックとは日本語では「多形構造」と訳される。ポリ（poly-）は「複数の」
や「多くの」という意味で，モルフィック（morphic）は「～の形状」や「～の構造」
という意味がある。

◦国際社会経済研究所の松永統行主任研究員が「構造概念」として「ポリモルフィッ
ク・ネットワーキング」を提唱，同氏はポリモルフィック（多形構造）を「システムの
要素の一部もしくはすべてが，自律的な構造変化を促しながら環境に適応してい
く構造」と定義し，その上でポリモルフィック・ネットワーキングは「システムの構
造が変化するための要素間のつながりが形成される振る舞いの総称」としている。

（出典）http://iot-jp.com/iotsummary/
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世界です。この２つはデータが可視
化されており，瞬間だけ借りること
も可能になっています。お２人に伺
いたいのですが，インターネットや
データグラフィックの世界と，物流
はどれくらい近いのでしょうか。

西成 簡単に言うと，モノが現実に
見えるか，バーチャルかの違いでし
ょう。たとえばインターネットのパ
ケット通信では混んできたら待って
から再送します。でも，モノは（ラ
ストマイル宅配の近距離再配達は可能

でも）データのように再送するわけ
にはいかない。そこで製品データを
ネットで送り，現地の３次元プリン
ターで製造して届ける，という物流
が実現されれば，これも変わるでし
ょう。最近，一部の食品も３次元プ
リンターで送れるようになってきま
したから，これが一般化すると，物
流もさらに情報の世界に近づきます。

唯一，それしかないものを届ける
場合は別にして，リアルなモノもデ
ータ転送できるかどうかによって違
ってくると思います。

松島 私は空間の共有については，
データベースとはまったく違うもの
と思っています。倉庫業を見ている
と分かるのですが，単位が細かくな
るほど入出荷の手間が増え，労働コ
ストに加えて移動コストもかかる。
デジタルの世界であればそんなもの
は必要ありません。ここがまず決定
的に違う。今から起こる産業革命の
ポイントは，物理的なモノをどう制
御するかにあると思います。

その制御には，「モノをデジタル
化する」ことが一番重要です。シェ
アリングで言うと，シェアしないほ
うが得ということもあり得ますが，
それもリアルタイムでないと判断で
きない。たとえば，東京から大阪に
荷物を運ぶ車が，静岡と名古屋に荷

物を届ける場合，静岡で荷下ろしし
た時，近くにもう１つ集荷する荷物
があることが分かっていればシェア
できますが，通り過ぎてからその情
報が入ったのなら戻らなければいけ
ない。モノであってもこうした観点
ではデジタルに近い状況になるとい
うことです。

中原 まさにご指摘の通りで，モノ
は一物一価ですからコストの考え方
がまったく違うということですね。
やはりデータで見える化していくこ
とによって，インターネットのパケ
ットの世界の最適化に近づいていく
のかと思います。

物流は，
全てが協調領域である

恵谷 では，ここで会場にマイクを
振らせていただきたいと思います。
どなたかご質問のある方はいらっし
ゃいませんか？

会場から 大型倉庫を開発しているデ
ィベロッパーです。今世界で新たな
産業革命が起こっているとのことで
すが，そうなったときの姿について
パネラーの皆さんの意見を伺いたい
と思います。大型の倉庫を作り，こ
れを小分けして比較的短い期間でも
利用できるように考えているのです

が，産業革命がもっと進んだら，そ
うした使い方はどうなっていくでし
ょうか。

松島 それには建物からの視点でな
く，小売業がどう変わるかを考えれ
ばいいと思います。ボリュームディ
スカウントで集中購買し，ネットワ
ークに流して販売する小売業から
我々は生活支援を受けてきました。
今後を考えると，日本は年齢構成も
変わるため地産地消が増えていく。
だから域内のネットワークがまずあ
って，そのネットワークをナショナ
ルにつなぐ方向に変わらざるを得ま
せん。

この間さらに高齢化が進み，ネッ
ト化もどんどん進みます。モノがデ
ジタルにとらえられるようになった
とき，首都圏なら現在のように圏央
道周辺に多数の倉庫が必要なのでし
ょうか。新しいロジスティクスのモ
デルができれば，もっと分散化して，
より消費地に近いところに拠点が増
えていくことは間違いないでしょ
う。なぜかというと，人口構成もそ
のように変わるからです。

次に起こることは，自動運転車な
ど自動化システムとの接続です。そ
のとき問題になるのは，機械が不得
手な作業です。たとえばピッキング
がそうで，小物のピースピッキング
の自動化は難しく，たとえ開発でき
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ても費用対効果が出しにくい。トラ
ックバースで荷物を下ろして検品す
る作業も簡単には自動化できないで
しょう。それらが人間との接点にな
ってきます。

すると各地域にドライバーがいて，
高速道路を自動運転してきたトラッ
クに途中から乗り込み，最後の積み
下ろしはドライバーが行う，という
モデルにならざるを得ません。そう
した時代が来ると思います。

恵谷 本日議論してきたように，こ
れからのサプライチェーン・ロジス
ティクスにおいては，よりオープン
なプラットフォーム化が進み，その
上で補完し合ったり，競い合ったり
しながら，社会全体の最適化を考え
ていくようになると思います。

ここで，中原さんと松島さんに私
から伺いたいのですが，ロジスティ
クス企業の立場から見て共同化を進
める際に何が必要なのか，あるいは
荷主企業を含む様々な企業を共同プ
ラットフォームに誘う際に何が必要
なのでしょうか。そもそも物流にお
いて，どこが競争領域で，どこが協
調領域なのかも含めてお話しくださ
い。

中原 我々はできるだけ皆さんが使
いやすい，あまり色がつかない状態

で使えるリソースとして倉庫スペー
スを提供することを意識していま
す。当社は別段複雑なものを提供し
ているわけではなく，非常にシンプ
ルな仕組みで誰もが利用できるよう
にすることで，インフラの共同化・
シェアリングの１つの選択肢となる
サービスを目指しています。

松島 まず競争領域と協調領域を見
極める必要があるでしょう。協調領
域を決める際に大事な視点は，物流
だけで付加価値は生まれないという
ことです。部品を運ぶ場合なら，運
ぶ前とあとで部品自体の価値は変わ
りません。それを組み立てないと新
たな価値は生まれないのです。

つまりこの意味で「物流は，すべ
てが協調領域」だということです。
そうであればKPIが異なります。競
争領域だと労働生産性が問題になり
ますが，協調領域では，どれだけ社
会への負の影響を少なくして持続可
能な社会に貢献するか，たとえば
CO2排出量削減などの問題になるわ
けです。

いま日本で一番問題なのは単に人
口が減ることではなく，人口構成の
構造が大きく変わることです。将来
65歳以上の非生産年齢人口が半分
を占めるようになる。そこでは高齢
者が社会で活躍し日本の生産性を支

えなければなりません。協調領域で
ある物流において高齢者が働けるよ
うにするためにも，省力化，機械化
は当然進めなければならないことな
のです。

社会のインフラとして物流は
オープン化・デジタル化へ

恵谷 今のご指摘は非常に重要です
ね。物流は重要な社会インフラです
が，松島さんがおっしゃるように，
物流はそれ自体で付加価値を生み出
すものではありません。

当然ロジスティクス企業側にもそ
の認識はあり，だからこそ単なる物
流オペレーションを超えて，様々な
サービスやソリューションを組み合
わせた新たなビジネスモデルの構築
が進められているわけです。例えば，
私は図表13のような形でロジステ
ィクス企業が顧客企業に提供する価
値の例について説明させていただく
ことがあります。

西成 私も同じ考えです。物流はイ
ンフラです。インフラは電気・ガス・
水道と近い概念で，私が携わってい
る教育産業もビジネスではなく社会
のインフラを作る産業ですが，物流
も同じだと思います。資本主義の根
幹に戻って考えると，人口が減り資

Management
Value

Business
Value

Service
Value

Operation
Value

安全

信頼

品質 生産性

顧客の顧客の期待に
応えるサービス

経営課題に対する
ソリューション

企業価値
●ROA/ROEの向上
｜売上の増大｜総ロジスティクスコストの削減｜資産の有効活用｜
｜在庫の適正化と削減｜リードタイムの短縮｜経営基盤の強化｜

物流現場価値
●自律的な問題の発見，改善，解決
●市場の変化，顧客・後工程のニーズへの対応

顧客価値
●カスタマー／ユーザーエクスペリエンス
●顧客満足・支持の向上

信頼価値
●経営者の重要な意思決定に伴うリスクの軽減

図表13 ロジスティクス企業が顧客企業に提供する価値
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源も今までのようには使えなくなる
としたら，従来の産業モデルの延長
でいいはずはありません。資源は有
限なのです。

数年前ある企業が，携帯電話市場
はこれからも右肩上がりで拡大する
と需要予測をしたら，別の企業はそ
れを作るだけのレアメタルが地球上
に存在しないことを証明しました。
そうであれば，今ある資源を回収し，
直して使っていくという物流が生ま
れてくると思います。新しいものを
運ぶだけでなく，レアメタルだと家
庭に捨て置かれている昔の携帯電話
などを集める物流が，次のステップ
になるように思います。

恵谷 なるほど，とても興味深いで
すね。ではもうお一人だけ，会場か
らご意見，質問をいただきましょう
か。

会場から 外資系のベンチャーキャピ
タルです。日本の労働生産人口が減
少する中，生産性の向上が必要で，
それを実現するためにセンサーや
IoTを使ってデジタル化を進めるこ
とはよく分かるのですが，倉庫業界
や運送業界には一般に，デジタルリ
テラシーがあまり高くないイメージ
もあります。松島さんは中小の倉庫
にもデジタル化が必要とお考えのよ
うですが，それはどの程度のスピー
ド感で進むのでしょうか。

松島 すぐに起こります。これまで
はそれを提供する道具がなかっただ
けです。物流は価格が割高な専用機
の塊ですが，FAの世界ではPCによ
るオープン型システムが主流になる
ように，物流もこれから汎用機の時
代になります。私が作りたいのは，

「ロジスティクス版のLINE」みたい
なものなんです。

今も物流現場で多くの人が電話を

使っているのは，LINEのように誰
でも使える便利なアプリがなかった
からです。現場にはたくさんの人が
働いていますが，その人たちはデジ
タル化の恩恵をまだほとんど受けて
いません。今は想像できないかもし
れませんが，家庭で洗濯機や掃除機
を使うことが当たり前になったよう
に，普通の倉庫にロボットが当たり
前に走っている社会が間近に起こる
ということです。

恵谷 そうしたことを進めるために
も，物流の様々なレベルでの規格統
一，標準化が求められますが，日本
ではまだここが遅れています。それ
は，先ほどお話したように縦系列で
囲い込まれ過ぎているからですね。
これを横に連携にできるようにする
だけでロジスティクスは大きく変わ
ります。全てのことがすぐに変わり
はしないとしても，社会の流れがど
こに向かっているのかを今日は確認
できたのではないかと思います。最
後に，パネラーの方々から一言ずつ
ご感想をいただきましょう。

中原 横軸への展開は，いまいろい
ろな世界で起きている現象ですが，
中でも物流業界は顕著です。私はこ
の業界では新参者ですが，そのメイ
ンストリートに飛び込んだわけです
から，長く続けていきたいと思って

います。

松島 今後ロジスティクスがどうい
う世界になるか。それはユーザーと
ロジスティクスが直結する時代にな
ると思います。ユーザーの目の前に
あるアマゾンダッシュのボタンを押
すと，即座に注文が完了してロジス
ティクスにつながるように。これか
らはBtoCのＢもＣも境界がなく，Ｂ
の世界のＰ（Peer）の方々，Ｃの世界
のＰの方々にとって，誰もが分かり
やすく気軽に汎用機を利用できる時
代に突入していくと思います。

西成 新しいロジスティクスの時代
がこれから始まるという流れを感じ
ました。私は大学に籍を置いている
ので，無理難題を見ると燃えてくる
タイプです。解けなさそうな問題を
いただければ，一緒に考えていきた
いと思っています。

恵谷 冒頭でJMFIの「IoTによるリ
アルタイム見える化／シェアリング・
ロジスティクス」研究会についてご
紹介させていただきましたが，実は
本日登壇いただいたパネラーの方々
も全員がそのメンバーです。パネラ
ーの皆様，今後ともよろしくお願い
いたします。会場の皆様，本日は誠
にありがとうございました（拍手）。
（2017.5.19，東京流通センター）	 MF
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